
レポート

移行ツールは、データ移行中のエクスポート、インポート、およびポリシーギャップ分析のレ

ポートを生成します。移行ツールディレクトリのレポートフォルダには、次のファイルが格

納されています。

• import_report.txt

• export_report.txt

• policy_gap_report.txt

•エクスポートレポート（1ページ）
•ポリシーギャップ分析レポート（2ページ）
•インポートレポート（3ページ）

エクスポートレポート
このレポートは、Cisco Secure ACSデータベースのデータをエクスポートするときに発生した
特定の情報またはエラーを示します。レポートの最後にはデータ分析のセクションがあり、

Cisco Secure ACSと Cisco ISE間の機能ギャップについて記載されます。エクスポートレポー
トには、エクスポートされたがインポートされないオブジェクトのエラー情報が含まれます。

表 1 : Cisco Secure ACS to Cisco ISE Migration Toolのエクスポートレポート

メッセージの説明メッセージタイプレポートタイプ

正常にエクスポートされた

データオブジェクトの名前が

示されます。

情報エクスポート（Export）

エクスポートの障害、または

データオブジェクトが Cisco
ISEリリース 1.4でサポート対
象外であるために試行されな

かったエクスポートが示され

ます。
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ポリシーギャップ分析レポート
このレポートには、Cisco Secure ACSと Cisco ISE間のポリシーギャップに関する情報が一覧
されます。このレポートは、エクスポートプロセスの完了後に、移行ツールのユーザインター

フェイスで [ポリシーギャップ分析レポート（Policy Gap Analysis Report）]ボタンをクリック
することで利用できます。

エクスポートフェーズ中に、移行ツールは、認証および許可ポリシーのギャップを識別しま

す。いずれかのポリシーが移行されなかった場合、そのポリシーがポリシーギャップ分析レ

ポートに記載されます。レポートには、ポリシーに関連する矛盾したルールおよび条件がすべ

て記載されます。また、移行できなかったデータ、および手動で対応した理由についても記載

されます。

条件の中には、Cisco ISEの用語を使用して自動的に移行できるものがあります。たとえば、
「Device Type In」と名付けられた条件は「Device Type Equals」として移行されます。条件が
サポートされている場合、または自動変換可能な場合、その条件はレポートには記載されませ

ん。条件が「Not Supported」または「Partially supported」として検出された場合、ポリシーは
インポートされずに、条件がレポートに記載されます。移行の実施管理者は、責任を持って条

件の修正または削除を行う必要があります。それらが修正または削除されない場合、ポリシー

は Cisco ISEへ移行されません。
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図 1 :ポリシーギャップ分析レポートの例

インポートレポート
このレポートは、Cisco ISEアプライアンスへデータをインポートするときに発生した特定の
情報またはエラーを示します。
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表 2 : Cisco Secure ACS to Cisco ISE Migration Toolのインポートレポート

メッセージの説明メッセージタイプレポートタイプ

正常にインポートされたデー

タオブジェクトの名前が示さ

れます。

情報インポート（Import）

データオブジェクトのエラー

の原因を次のように識別しま

す。

•オブジェクトがすでに存
在します

•オブジェクト名が文字数
制限を超えています

•オブジェクト名にサポー
トされていない特殊文字

が含まれています

•オブジェクトにサポート
されていないデータ文字

が含まれています

エラー
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